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　首都圏出版人懇談会が 2010 年 12
月 10日、「電子書籍と紙の本のこれか
ら」と題し研修会を開催した。講師に
㈱文化通信社・取締役編集長の星野渉
氏を迎え、電子出版の現況と今後の動
向について報告をしていただき、参加
版元関係者約50名が熱心に耳を傾け
盛況な研修会となった。

▽

　まず、星野氏が電子書籍元年と言わ
れた昨年の状況について、「新しい市場
ができたという意味では良かった。が、
その実態はなきに等しい。元々本好き
のマスコミ人が騒ぎすぎた印象だ」と
指摘。インプレスＲ＆Ｄの調査による
と、電子書籍市場は574億円との報告
があるが、その９割がケータイ向けコ
ミックスで、内容的には「ＢＬ（ボー
イズラブ）と「ＴＬ（ティーンズラブ）」
であり、文字コンテンツの流通・消費
という面では、まだまだ市場が育って
いないと指摘した。

「第１回アジア太平洋デジタル雑誌国「第１回アジア太平洋デジタル雑誌国
際会議」が刺激に際会議」が刺激に

　ただ電子書籍への関心が急激に沸騰
したのは事実。その背景には、近年の
雑誌販売の落ち込みがあったと星野氏
は指摘する。雑誌媒体への広告出稿が
激減するなか、「第１回アジア太平洋
デジタル雑誌国際会議」が2008年 11
月東京で開かれ、海外出版社の先進的
な取り組み事例が多々報告された。日
本国内の大手出版社がこれに大きな刺
激を受け、2009年には、この流れを
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受けて雑誌コンテンツデジタル推進コ
ンソーシアムが活動を開始。翌年には
配信の実証実験もはじまった。

アップルの『iPad』が発売、雑誌社がアップルの『iPad』が発売、雑誌社が
大いに注目した大いに注目した

　「まず大手の営業担当者が結集し、コ
ンテンツの権利処理や広告を入れたビ
ジネスモデルの探求がはじまった。そ
こへアップルの『iPad』が発売になり、
その機能性にかなりの衝撃をもって受
け止められ、雑誌社が大いに注目した
結果、デジタルでも儲けられると踏ん
だ」と星野氏。
　先例としてファッション誌『VOGUE』
などがいち早く iPad対応版を出したこ
とも後押しとなったようだ。ただ実際
のビジネスの観点からすると、iPadで
はすべてのページを読者に見てもらえ
ない、埋め込んだリンクを辿ってもら
えない、といった課題もあり市場性の
存在は認めるも「今後どうなっていく
かは不透明」という。
　では何故そうした雑誌の状況を踏ま
えつつも、次に書籍の電子化の流れへ
と波及してきたのか──。実は日本で
はＣＤ－ＲＯＭ出版は20年以上前か
らはじまっており、家電メーカー主導
の端末もあった。業界では「電子文庫
パブリ」を立ち上げてもいた。ただ実
際商売になっておらず、ある面、防衛
的な業界姿勢も見え隠れしていたのが
実情だった。
　しかしグーグル、アマゾン、アップ
ルなどの外資が米国で先行して始めて
いたビジネス動向や、日本の国立国会

図書館の蔵書の電子化に予算が付いた
ことがニュースになったりと、多くの
人々がメディアやネットを通じ電子書
籍の動向を知るにいたり、その動きに
注目が集まり一挙に国内で弾みがつい
た。

関係省庁が一気に調整に動く関係省庁が一気に調整に動く

　この状況に対応するため関係省庁が
一気に調整に動いた。
　その結果として「デジタル・ネッ
トワーク社会における出版物の利活用
の推進に関する懇談会（三省デジ懇）」
での討議内容がまとめられ2010年 6
月に報告書が出た。「ものすごいペー
スで委員会が開かれ、白熱した議論が
交わされた」と星野氏。ただしステー
クホルダー（利害関係者）の中に何故
か取次関係者が入っていなかった。（＊
編集注：この三省デジ懇の討議報告書
（Ａ４判、76頁）は、総務省サイトに
て公開（pdf 文書）されているので未
読の方はぜひ一読されることをお勧め
する）。
　さらに総務省、文部科学省、経済産
業省が個々に関連する事項に関して検
討・討議を重ねており、今年度中には
具体的な方針が決まる手はずとなって
いる。

日本雑誌協会が「デジタル雑誌配信権日本雑誌協会が「デジタル雑誌配信権
利処理ガイドライン」を公開利処理ガイドライン」を公開

　一方、業界に目を転ずると、著作者
との契約に関しては、すでに日本雑誌
協会が「デジタル雑誌配信権利処理ガ
イドライン」を公開。クリエイターか
らの権利譲渡に踏み込んだ内容となっ
ている。
　また日本書籍出版協会が電子出版に
対応した「出版契約書ヒナ型」を作成
しサイトで公開している。「出版デー
タは出版社に帰属すると明記。自分た
ちがしっかり管理していこうという意
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志の表明だ」と星野氏は指摘する。
　印刷業界では、30年前から制作過
程の電子化が実現していおり、じつは
いつでも電子出版が可能な体勢だ。軸
となっている大日本印刷と凸版印刷は
協調してい動いている模様で環境は早
急に整うとの見方が強いという。

複数の事業モデルが目白押し複数の事業モデルが目白押し

　事実昨年秋から年末にかけて、
シャープが「ガラパゴス」、ソニー
も「Ｒｅａｄｅｒ」を国内投入し端
末発売と同時に配信サービスを開始
した。出版業界でも角川グループが
「BOOK☆WALKER」、紀伊國屋書店が
「BookWebPlus」として配信サイトを
立ち上げた。今後も家電メーカー、印
刷会社、携帯電話会社、新聞社なども
絡んで複数の事業モデルが目白押しと
なっている。
　かたやGoogle が「Google エディショ
ン」を今後開始する予定で、どうやら
これがクラウド型サービスとなる模様
で、読者の立場からすると端末に限定
されない閲覧が可能という点で大きな
メリットになりそうだ。アマゾンも「キ
ンドル」でさらなる追撃は確実、アッ
プルも絡んで外資勢力は厚い。
　これまで述べてきたように今後、電
子書籍の制作から権利処理、販売チャ
ンネルの拡充が整うのは確実で、昨年
は10万ダウンロードを達成した『も
し高校野球の女子マネージャーがド
ラッガーの「マネジメント」を読んだ
ら』（ダイヤモンド社）や、電子版先
行で話題となり後に紙版も出た『世界
で一番美しい元素図鑑』（創元社）な
ど活況への兆しはあった。
　しかし実際のところ出版社の立場か
らすると、現状をどう冷静に判断した
らよういのだろうか。星野氏はこう指
摘する。
　「確かに万単位を超えるダウンロー
ド数を上げた商品もあるが、多くはほ
とんど売れていない。書き手の反応に
も落差があり、出版社とともに進めた
い穏健派から、作家自ら配信サイトを
立ち上げるケースまである。ジャンル
で言えばビジネス書の書き手は、電子
書籍の取り組みに積極的」と。 

出版社には実務面や制作面で悩み出版社には実務面や制作面で悩み

　出版社の悩みとしては、電子書籍は

実売カウントによる
印税支払いが原則なの
でシステム化されてい
ない現状では手計算と
なりそれが煩雑のよう
だ。また商品管理コー
ドも別途必要で商品マ
スタをどう作ったらよ
いのかも手探り状態の
ようだ。
　制作面では、どの
ファイルフォーマット
で最終ファイルを保存
しておけばよいのかと
いう問題がある。読者
の閲覧用フォーマットとしては、「ドッ
トブック」「XMDF」「EPUB」「PDF」の
ほか、「キンドル」などの独自フォー
マットも含め多様にあるが、現在討議
中の中間（交換）フォーマットさえ決
まれば、それを介してどのフォーマッ
トにもマルチ展開（変換）できるよう
になると言われているが、この点はい
まだ確定的な事項とはなっていない。
出版社としては、早く決めてほしいと
いうのが本音だろう（※図参照）。
　著者との契約も慎重にする必要があ
る。例えば書協のヒナ型を慣用して一
旦契約すると、電子版を出す義務を負
う。「電子版を出すつもりがないのな
ら、その条項を外すほうがよいだろう」
と星野氏はアドバイスする。
　校了済みデータの管理も問題となろ
う。だれがどのようにやるのか。点数
が多くなればコストもかかる。さらに
写真や動画などを使った「リッチコン
テンツ」作成には自社でノウハウがな
ければ外注することになり、これもコ
スト高になり出版社にとってはけっこ
うハードルが高い。 

単に電子に置き換えたのでは売れな単に電子に置き換えたのでは売れな
い。ニーズが変化を誘うい。ニーズが変化を誘う

　では今後、出版社がすすむべき道と
いうのはどのように開かれているのだ
ろうか。星野氏は以下のように指摘す
る。
　「単に電子に置き換えたのでは売れ
ない。例えば辞書や地図は検索の実用
性が着目されいち早く成功を収めた。
なので使用価値というかニーズが変化
を誘う。その意味では文字中心の小説

などは違う世界だ。こうしたジャン
ルでは普及に相当の時間がかかるだろ
う」と。
　さらに米国ミシガン大学での図書購
入例を紹介。同大学では目的の出版物
は、まず電子出版物から購入され、電
子版がなければ紙版の購入となるそう
だ。この例からも分かるとおり、日本
でも大学や公共図書館向けの「BtoB」
から電子出版物の普及がすすむのでは
ないかと言う。事実、大日本印刷はす
でに電子図書館ビジネスに着手してお
り、この流れは確実にくると星野氏。
学術・専門書分野の出版社は、そろそ
ろ具体的な対応を取る時期にきている
ようだ。
　最後に電子出版における「出版者」
の役割について星野氏が持論を展開。
　「電子化されても出版者の役割はな
くならない。ただし歴史をみれば明ら
かなように明治以降、出版は活況を呈
し製作も流通も大きく変化し今に至っ
ている。今こそ基本に戻り、読者が利
用しやすいように作品を商品化し、購
入しやすい方法で販売し、読者に伝え
ていくことが大事。これを実現したも
のが次代の出版を担う。その意味から
出版の担い手は変化していくだろう。
付言すれば編集はもっと面白がって
本をつくるべきだし、出版者はマーケ
ティング力をもっと磨く必要があると
感じている」 

（了）
（講演まとめ：えびすまさのり／フリー
ランスライター）

▲電子書籍交換フォーマット標準化プロ
ジェクトのサイト（http://ebformat.jp/）。
現有の仕様書案 pdf がダウンロードできる
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期間：2011年2月16日～3月15日
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(1)『クラゲに学ぶ』2520円・長崎文献社　(2)『大場栄と峯子の戦火のラブレター』
1890円・これから出版　(3)『おかあさんもようちえん』1500円・「絵本で子育て」
センター　(4)『赤いおおかみ』2415円・古今社　(5)『ベターホームの朝ごはん』
1000円・ベターホーム出版局　(6)『まねき猫はまぬけ猫？』1365円・リーブル　(7)
『歌集　てんとろり』1365円・書肆侃侃房　(8)『松田優作と七人の作家たち』2310円・
弦書房　(9)『子どもはなぜ電車が好きなのか』1890円・冬弓舎　(10)『遠野むかし
ばなし』1200円・熊谷印刷出版部　(11)『新装版　不思議の国のアリス・オリジナ
ル』2100円・書籍情報社　(12)『なせば成る！』840円・山形大学出版会　(13)『河
野裕子』1890円・青磁社

◎お名前、お届け先（郵便番号、住所）、
連絡先お電話番号、ご注文品の書誌名、
冊数の必要事項を明記のうえ、下記ま
でＦＡＸでご連絡ください。
◎送料は、冊子小包・メール便共実費
でお送りさせて頂きます。基本的にメー
ル便は、一冊２１０円でお送り致しま
す。（メール便の到着は、発送してから
３～４日かかります。）お急ぎの方、そ
の他ご要望がございます場合はお気軽
に下記までお問い合せ下さいませ。
◎なお書籍お買上総計（税抜き価格）
が5,000円以上の場合は、送料をサー
ビスさせて頂きます。
★地方・小出版流通センター
ＦＡＸ：０３－３２３５－６１８２

以下ホームページでも各種情報提供を行なっております。ご利用ください。
本と出版流通のページ：http://neil.chips.jp/

ト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  スト  ピ  ッ  ク  ス ★★★

［三省堂書店神保町本店４Ｆ̶センター扱い図書］※税込み価格

［ジュンク堂書店新宿店̶センター扱い図書］※センター出荷データより／税込み価格

(1)『東京かわら版　3月号』420円・東京かわら版　(2)『酒とつまみ　13号』400
円・酒とつまみ社　(3)『武蔵三田氏』2625円・岩田書院　(4)『松田優作と七人の
作家たち』2310円・弦書房　(5)『歌集　てんとろり』1365円・書肆侃侃房　(6)『円
周率1,000,000桁表』330円・暗黒通信団　(7)『韮山代官江川家と地域支配』2310
円・岩田書院　(8)『大場栄と峯子の戦火のラブレター』1890円・これから出版　(9)
『北海道いい旅研究室13　ｂｏｏｋ1』690円・海豹舎　(10)『歌集　ひとさらい』
1260円・書肆侃侃房

(1)『円周率1,000,000桁表』330円・暗黒通信団　(2)『世にも奇妙なマラソン大会』
1680円・本の雑誌社　(3)『ｅ』285円・暗黒通信団　(4)『神の詩　バガヴァッド・
ギーター』2100円・ＴＡＯ　ＬＡＢ　(5)『サークル村の磁場』2310円・海鳥社　(6)
『素敵なフランス語のフレーズ３６５』1575円・カラーフィールド　(7)『歌集　ひ
とさらい』1260円・書肆侃侃房　(8)『歌集　てんとろり』1365円・書肆侃侃房　
(9)『絵本はこころの処方箋』1260円・瑞雲舎　(10)『新しい製パン基礎知識　再改
訂版』1890円・パンニュース社

売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書売行良好書
▼  ３．１１東北地方太平洋沖地震
３月１１日発生した東北地方太平洋沖地震におい
て、亡くなられた多くの方々のご冥福をお祈り申
し上げます。また被災された方々には、心からの
お見舞いを申し上げます。当センターでは、ホー
ムページ（http://neil.chips.jp/）冒頭に掲載した通
り、棚から大量の本が落下したものの、幸いけが
人や什器類の損傷はありませんでした。しかし、
当日首都圏では電車が止まり、従業員の多くが徒
歩で帰宅したり、帰宅難民となった者が社内に一
泊せざるを得なくなるなど、困難な状況に直面し
ました。コンビニでは、いつ行っても当たり前の
ようにあった弁当類や携帯電話充電器がどの店頭
からも消えていました。しかし本当の困難は週明
けからで、東京電力による計画停電の影響で、鉄
道の一部が完全運休になり、出勤難民となった
者が出たり、ガソリン不足で営業活動が思うよう
にできなかったり、運送会社さんの配送業務に遅
れが出たり、等々…。業界では、紙不足で新刊数
や雑誌刊行数が減る等の影響があるのではないか
と心配されています。また、日本が誇ってきた出
版流通システムである全国一律発売日の継続が困
難な状況になっているとのことです。万全・不変
と思われていた業務環境がほころびを見せていま
す。この事態が正常化するにはまだまだ時間がか
かりそうです。


